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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商品分類 追加型投信／国内／債券／ＭＭＦ 

信託期間 
2016年４月28日［当初、無期限］まで(2002
年10月24日設定) 

運用方針 
内外の公社債およびコマーシャル・ペーパー
を主要投資対象とし、元本の安全性に配慮し
つつ、安定した収益の確保をめざします。 

主要運用対象 
内外の公社債およびコマーシャル・ペーパー
を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

外貨建資産への投資については、その取引に
おいて円貨で約定し円貨で決済するもの(為
替リスクの生じないもの)に限るものとし、
投資割合には制限を設けません。 

分配方針 

毎日決算を行い、日々の収益(元本超過額)の
全額を分配します。原則として収益分配金
は、毎月最終営業日に１ヵ月分をまとめて、
収益分配金に対する税金を差し引いたうえ、
再投資されます。 

 
※当ファンドは、課税上、公社債投資信託として取り扱われます。 

 

220022 
償還報告書(全体版) 

[繰上償還] 

Ｓ－ＭＭＦ 
(スーパー・マネー・マネージメント・ファンド) 

 
 
 

 
 

≪2016年４月≫ 

（信託終了日：2016年４月28日） 
 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、｢Ｓ－ＭＭＦ(スーパー・マネー・マネージ

メント・ファンド)｣は、約款の規定に基づき、先般

ご案内申し上げました予定通り、４月28日に繰り上

げて償還させていただきました。ここに謹んで運用

経過と償還内容をご報告申し上げます。 

 今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 
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Ｓ－ＭＭＦ（スーパー・マネー・マネージメント・ファンド） 

 
運用経過 

 
設定来の基準価額等の推移について （2002/10/24～2016/４/28）

 

基準価額の動き 
償還価額は設定時に比べ1.31％（分配金再投資ベース）の上昇となりまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、

ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すもので、お客さまの損益の状況を示すものではない点に

ご留意ください。 

 

基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 
残存期間の短い国債やコマーシャル・ペーパーなどへの投資を通じて、利子等

収益が積み上がったことが基準価額の上昇に寄与しました。 

2002年10月24日 ： 10,000円

2016年４月28日 ： 10,000.00円

（既払分配金 129円84銭2厘）

騰落率 ： 1.31％

（分配金再投資ベース）
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Ｓ－ＭＭＦ（スーパー・マネー・マネージメント・ファンド） 

 
投資環境について （2002/10/24～2016/４/28）

  
◎国内短期金融市場 
・設定時から2006年２月まで、日銀は物価の継続的な下落を防止し持続的な成長基盤を整備する
観点から、金融市場調節の操作目標である日銀当座預金残高を段階的に引き上げるなど量的金
融緩和政策の強化を実施し、コール・レート（無担保・翌日物）は一時的な資金需給逼迫時を
除いて、安定的に0.001％～0.002％で推移しました。３月に日銀は消費者物価指数の前年比は
先行きプラス基調が定着していくと判断、量的金融緩和政策の解除を決定し、金融市場調節の
操作目標を日銀当座預金残高からコール・レートに変更、概ねゼロ％で推移するように促すと
しました。日銀は経済・物価情勢が着実に改善していると判断し、コール・レートの誘導目標
を７月に0.25％前後、2007年２月には0.50％前後に引き上げました。2008年10月、国際金融資
本市場での緊張が著しく高まる状況を受け金融市場の安定を確保する観点から、日銀はコー
ル・レートの誘導目標を0.3％前後、12月には0.1％前後に引き下げました。2010年10月、海外
経済の減速などを背景に経済が物価安定のもとでの持続的成長経路に復する時期が後ずれする
可能性が強まったと日銀は判断、物価の安定が展望できる情勢になったと判断するまで実質ゼ
ロ金利政策を継続し、コール・レートの誘導目標を０～0.1％前後で推移するように促すとし
ました。2013年４月、日銀は消費者物価の前年比上昇率２％の物価目標を２年程度の期間を念
頭に置いて、できるだけ早期に実現する観点から「量的・質的金融緩和」の導入を決定し、金
融市場調節の操作目標をコール・レートからマネタリーベースに変更しました。2016年１月、
原油価格の一段の下落に加え中国をはじめとする新興国・資源国経済に対する先行き不透明感
などから日銀は物価の基調に悪影響が及ぶリスクが増大していると判断、２％の物価安定の目
標をできるだけ早期に実現する観点から「マイナス金利付き量的・質的金融緩和」の導入を決
定し、日銀当座預金のうち政策金利残高に適用する金利を－0.1％としました。コール・レー
トは、当該金利にさや寄せする形でプラス圏から段階的に低下し、2016年４月28日のコール・
レートは－0.056％となりました。 

 
 

当該投資信託のポートフォリオについて
  
・当ファンドの運用にあたっては、元本の安全性と流動性を鑑み、政府短期証券や国庫短期証券
などの残存期間の短い国債を組み入れ、余裕資金はコール・ローンや現先などの短期金融商品
で運用を行い、安定した収益の確保に努めました。また、2015年５月以降は、残存期間の短い
国債の利回りがゼロ近辺になる中、相対的に妙味の増したコマーシャル・ペーパーを一部組み
入れました。その結果、利子等収益が積み上がり、基準価額（分配金再投資ベース）は上昇し
ました。 

・2016年１月の日銀によるマイナス金利政策の導入を受け、当ファンドが主要投資対象とする国
債等の利回りが低下し、このような環境下においては、当ファンドの「安定した収益の確保を
めざした」商品性を維持していくことは極めて困難であり、可能な限り早期に償還を行うこと
がお客さまにとって有利であると判断し、４月28日に繰上償還しました。 
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Ｓ－ＭＭＦ（スーパー・マネー・マネージメント・ファンド） 

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について
  
・当ファンドは、内外の公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象とし、元本の安全
性に配慮しつつ、安定した収益の確保をめざしますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざ
した運用を行っていないため、また、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマー
クおよび参考指数はありません。 

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
 

分配金について 
  
当ファンドは、毎日決算を行い、日々の収益（元本超過額）の全額を分配しました。原則として
収益分配金は、毎月最終営業日に１ヵ月分をまとめて、収益分配金に対する税金を差し引いたう
え、再投資しました。信託期間中の分配金累計は、１万口（元本１万円）当たり129円84銭２厘

（年率0.096％）となりました。 
 
 

償還価額 
  
償還価額は10,000円00銭となりました。 
 
信託期間中はご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。 
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本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の
合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○１万口(元本１万円)当たり分配金(2016年３月31日から2016年４月28日まで)のお知らせ 

年 月 
１ 万 口 当 た り 分 配 金 

税 込 み 所 得 税 地 方 税 源泉税合計 お手取り額 

2016年４月 1厘 0円   －円   0円    1厘

（注） 上記期間の分配金は各月における前月最終営業日から当月最終営業日の前日（ただし2016年４月は４月27日）までの合計。 
 
◆課税上の取り扱い 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金については利子所得として課税され、原則として、20.315％ (所得税15％、復興特別所得税0.315％、

地方税５％) の税率で源泉徴収されます。法人受益者に対する課税は異なります。 
 
※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

 

○資産・負債・元本及び償還価額の状況 (2016年４月28日現在) 

資 産 ・ 負 債 ・ 元 本 及 び 償 還 価 額 の 状 況 

資     産 

負 債

純資産総額 

元  本 

１ 万 口

当 た り

償還価額

公 社 債 その他有価証券 
コール・ローン等

そ の 他 資 産 合  計

外貨建 

純資産 

比 率 金 額 比率 金 額 比率 金 額 比率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 百万円 ％ 百万円 円 銭

－ － － － 2,938 100.0 2,938 － 2,938 － 2,938 10,000.00

（注） 比率は投資信託財産総額(2,938百万円)に対する比率です。 

（注）４月28日現在における先物取引の取引残高はありません。なお、４月28日現在における外国為替予約の未決済残高はありません。 
 

＜注記事項＞ 

作成期首（前作成期末）元本額 3,123,400,643円

作成期中追加設定元本額 32,405円

作成期中一部解約元本額 184,842,465円

また、１口当たり純資産額は当作成期間末1.000000円です。 
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○売買及び損益の状況 (2016年３月31日から2016年４月28日まで) 

組入有価証券の売買状況 先物取引状況 損益の状況 

買  付 売  付 買  建 売  建 

運用損益 信託報酬 
収 益

分配金公社債 
そ の 他 

有価証券 
公社債 

そ の 他 

有価証券 

新 規

買付額
決済額

新 規

売付額
決済額

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 千円 千円 千円

－  －  －  －  － － － － 0.411  －  0.306 

  (－) (－)   

（注） 公社債の買付、売付は受渡代金(経過利子分は含まれておりません。)で、現先による金額を含めております。また( )内は償還による

減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

（注） ４月28日現在における先物取引の取引残高はありません。 
 
＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
 

＜当作成期間中の分配金の計算過程＞ 

日々決算を行い、原則として信託財産から生じる利益の全額を収益分配金に充当しております。なお、当作成期間に係る分

配対象収益の合計額は411円、分配金額の合計額は306円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 

作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

2,020 0 － 2,020 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2016年４月28日現在) 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 
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○格付別組入資産の純資産総額に対する比率 (2016年４月28日現在) 

 
公    社    債 短 期 金 融 資 産 

格   付 組入比率(％) 格   付 組入比率(％)

ＡＡＡ － Ａ－１ －

ＡＡ － Ａ－２ －

Ａ － Ａ－３ －

ＢＢＢ － ＮＲ －

ＢＢＢ－ － その他資産 100.0

ＢＢ以下 －  

Ａ－相当以上 

(満期保有目的債券) 
－ Ａ－２相当以上 

－

－

ＢＢＢ相当以上 
－

－
 

国債、政府保 

証債、地方債 
－  

合    計 － 合    計 100.0

(注) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率（現先取引による保有分

を含む）。 

(注) 公社債の「Ａ－相当以上」、「ＢＢＢ相当以上」及び短期金融資産の

「Ａ－２相当以上」は、投資信託協会自主ルール「ＭＭＦ等の運営に関す

る規則」に基づき当社が作成したガイドラインで判断したもの。「ＢＢＢ

相当以上」及び「Ａ－２相当以上」の上段の数値は１社の信用格付業者

等（金融商品取引法第２条第36項に規定する信用格付業者及び金融商品

取引業等に関する内閣府令（平成19年内閣府令第52号）第116条の３第２

項に規定する特定関係法人をいう。以下同じ。）による信用格付があるも

ので、下段の数値は信用格付業者等の信用格付がないものである。 

(注) その他資産は、指定金銭信託、未収金、未払金等。 

(注) 格付は、格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ)、日本格付研究所（ＪＣＲ）、

スタンダード・アンド・プアーズ（Ｓ＆Ｐ）、ムーディーズ・インベスター

ズ・サービス（Moody's)の４社のうち、最も低い信用格付を採用。 

 

 

○１万口当たりの費用明細 (2016年３月31日～2016年４月28日) 

 該当事項はございません。 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2002年10月24日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2016年４月28日 資 産 総 額 2,938,590,688円

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託
負 債 総 額 0円

純 資 産 総 額 2,938,590,688円

受益権口数 2,000,000,000口 2,938,590,583口 938,590,583口 受 益 権 口 数 2,938,590,583口

元 本 額 2,000,000,000円 2,938,590,583円 938,590,583円 １万口当たり償還金 10,000.00円

毎計算期末の状況 

計 算 期 間 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

2005年９月30日～2006年３月30日 2,315,100,577円 2,315,100,580円 10,000円 0.154円 0.003088462％

2006年３月31日～2006年９月28日 2,597,499,926  2,597,500,006 10,000 5.750  0.115315934 

2006年９月29日～2007年３月29日 3,383,955,028  3,383,955,190 10,000 12.417  0.249022253 

2007年３月30日～2007年９月27日 4,179,805,314  4,179,805,673 10,000 18.848  0.377995604 

2007年９月28日～2008年３月30日 4,432,256,542  4,432,256,689 10,000 19.070  0.377276757 

2008年３月31日～2008年９月29日 4,649,600,282  4,649,600,325 10,000 19.323  0.385404098 

2008年９月30日～2009年３月30日 4,410,385,843  4,410,385,921 10,000 13.819  0.277139286 

2009年３月31日～2009年９月29日 4,061,476,230  4,061,476,513 10,000 5.776  0.115204372 

2009年９月30日～2010年３月30日 3,915,392,078  3,915,392,147 10,000 4.359  0.087419505 

2010年３月31日～2010年９月29日 3,610,214,565  3,610,214,782 10,000 3.833  0.076450546 

2010年９月30日～2011年３月30日 3,390,403,915  3,390,404,252 10,000 3.699  0.074183242 

2011年３月31日～2011年９月29日 3,370,582,883  3,370,582,938 10,000 3.388  0.067574863 

2011年９月30日～2012年３月29日 3,471,708,428  3,471,708,534 10,000 3.207  0.064492418 

2012年３月30日～2012年９月27日 3,465,168,006  3,465,168,270 10,000 3.233  0.064837637 

2012年９月28日～2013年３月28日 3,435,610,851  3,435,610,994 10,000 3.126  0.062691758 

2013年３月29日～2013年９月29日 3,582,493,633  3,582,493,785 10,000 2.703  0.053329459 

2013年９月30日～2014年３月30日 3,577,058,648  3,577,058,892 10,000 2.113  0.042376099 

2014年３月31日～2014年９月29日 3,483,388,892  3,483,389,199 10,000 1.493  0.029778415 

2014年９月30日～2015年３月30日 3,443,835,749  3,443,835,791 10,000 0.705  0.014138736 

2015年３月31日～2015年９月29日 3,334,001,333  3,334,001,502 10,000 0.752  0.014998907 

2015年９月30日～2016年３月30日 3,123,400,643  3,123,400,859 10,000 0.933  0.018660000 

 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金 10,000円00銭  
◆償還金は償還日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①個人受益者は、収益分配金ならびに償還時の差益（譲渡益）に対し、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税

率で課税されます。法人受益者は15.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％）の税率で源泉徴収されます。 

②投資信託約款第47条に定める「やむを得ない事情が発生」したときに該当すると判断し、繰上償還しました。 

（2016年４月28日） 


